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は じ め に
この調査報告は,佛教大学社会学研究所の西
陣地域研究の一貫として行われた,柏野学区の
調査研究をまとめた ものである。私たちが 「西
陣の社会学的研究」 として,西陣学区に最初の
実地調査に入 ったのは昭和57年であるか ら,す
でに丸7年 を経過したことになる。当時,西 陣
の産地としての 「空洞化」がしきりと叫ばれ,
織機の打ち壊しなどが新聞で大きく取 り上げら
れていた。その 「空洞化」 も 厂定着」 してしま
ったのだろうか。近 ごろはあま りこの言葉を耳
にしなくなったようである。
西陣は西陣織 をふるくから織ってきた町で,
そこがあたかも一つの工場であるかのように,
機 を織る仕事のなかで地域が成 り立っていた。
したがって,近 隣でのならわしや しきた りの多
くは,機 に よって規定 されて いたと考えられ
る。 しかしこんにち,「空洞化」といわれるよ
うな製織の地区外依存ではすまされないほどの
和装需要の減少化傾向 は,土 地投機に重 なっ
て,こ の西陣の町をいまだかつてないほどの変
化にさらしている。
「産地の空洞化による地域社会の変容」を基
本 テーマに掲げた私たちの社会学か らの西陣研
究は,西 陣の社会関係 として規定されるであろ
う,ま さに 「西陣 らしさ」に接近することであ
った。 この研究課題に向けて,調査チーム ・メ
ンバーがそれぞれの関心に基づいて行ったヒア
リング調査を別にして,共通 した調査票による
アンケー ト調査を,私たちは合わせて5回行っ
た。世帯主と個人を対象とした調査をそれぞれ
一回つつ,西陣学区と柏野学区で行い,さ らに
西陣地域 と私たちが想定した範域の17の学区の
なかから西陣織 との関わりが比較的薄いと思わ
れる学区を除いた13学区で,個 人を対象 として
一回行った。すでに西陣学区の二つの調査 と全
域調査については,一定の報告書にまとめられ
てお り,残された柏野学区の二つの調査をまと
めることが この報告書の主要な課題である。
西陣が研究所の機関調査にあげられ,ス タッ
フが決定されたとき,「西陣」 といった歴史か
らくる 「重さ」が,そ のままメンバーの 「気の
重 さ」につながうたことは事実で ある。 しか
し,社会学か らの地域研究 としては,それほど
着手 されてはこなかったことと,何よりもわが
大学が西陣に接していることが,私 たちの調査
研究に対する 「意欲」になったこともまた事実
である。
西陣といっても西陣織生産への関わ りは,一
般に西陣といわれている地域のなかでも一様で
はなく,どこをとって 「西陣」というのか,西
陣学区の調査 に入った だけでは わか らなかっ
た。しかし,「西陣らしさ」も,調査を広げ,比
較研究するなかでおぼろげながらしだいに明 ら
かになってきたように思 う。柏野学区について
のこのまとめは,単 に柏野学区の調査結果をま
とめたものではなく,これまでまとめて きた も
のの うえにたって,で きるだけ私たちの西陣調
査全体を視野にいれてまとめるよう努力してき
たつもりである。しかしこれは,データに即し
た調査報告の域をでるものではない。したがっ
て,こ の研究チームに参加 したメンバーが調査
データを自らの研究関心に即 して再構成 してま
とめる作業はまだ残 されている。これは改めて
まとめて公にしたいと考えている。
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たびたびの調査にもかかわらず,面 倒がらず
に気持 ちよく応 じてくださった町内会のみなさ
んをは じめ とす る多 くの方 々に,こ ころよ り感
謝 す るしだいで ある。
調 査 の 方 法
調査の方法は 第3次 調査,第5次 調査 とも
に,訪問によって調査票の配付 ・回収を行 う留
置アンケー ト調査法によった。
第3次 調査のサンフ゜リング作業は昭和60年2
月20日～23日の4日 間,京都市北区役所住民票
に基づいて行い,現地調査は昭和60年3月1日
(金)～3日(日)に実施 された。
第5次 調査のサンフ゜リング作業は昭和61年2
月21日～24日の4日間,京 都市北区役所選挙人
名簿に基づいて行い,現地調査は昭和61年3月
7日(土)～9日(月)に実施された。なお両調査
とも調査票の配付および回収作業は佛教大学社
会学部学生の協力を得て行われた。
両調査の対象サンフ゜ル数および有効回収サン
プル数 は別表のとお りである。
(谷口浩司)
表1-1西 陣調査(柏野学区)のサンプル数,回 収サンプル数,回収率
学 区 サ ン プ ル 数 回収サンプル数 回 収 率(%)
第
3
次
第
5
次
上 柏 野
中 柏 野
下 柏 野
394
514
311
290
392
238
73.6
76.3
76.5
計 1,219 920 75.5
上 柏 野
中 柏 野
下 柏 野
285
415
249
241
332
196
84.6
80.1
78.7
計 946 769 81.1
2
